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第
四
百
二
十
四
回 

 

青
葉
会 

句
会
報 

令
和
三
年
八
月
二
十
六
日
（
木
） 

WEB

句
会 

 
 
 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

投
句
・
選
句 

 
今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

小
早
健
介 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

 

山
崎
亜
也 
山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 
 

安
部
眞
希
子 
伊
賀
山
そ
ら
お 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
敏
郎 

豊
田
ゆ
た
か 

橋
口
隆 

 

早
川
允
章 

 
 

 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

十
点 

 

墓
洗
ひ
今
日
は
愚
痴
を
も
聞
か
せ
け
り 

 
 

千
恵 

 

（
そ
・
紀
・
忠
・
〇
健
・
恵
・
敏
・
隆
・
允
・
規
・
盛
） 

 
 
 
 

昼
顔
や
島
に
静
か
な
鉄
工
所 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
眞
・
五
・
恵
・
堂
・
昇
・
正
・
啓
・
規
・
け
・
天
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

七
点 

◎
爽
や
か
に
邪
気
を
祓
う
や
巫
女
の
鈴 

 
 
  

 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
・
孤
・
龍
・
た
・
敏
・
允
・
天
） 

◎
掃
苔
や
墓
誌
に
並
び
し
洗
礼
名 

 
 
 

  
 
 

 

亜
也 

 
（
眞
・
紀
・
孤
・
千
・
隆
・
允
・
け
） 

 
 
 
 

六
点 

 

野
良
猫
に
飼
い
主
が
出
来
百
日
紅 

 
 
 
 

  
 

 

忠
彦 

 

（
眞
・
紀
・
五
・
〇
正
・
け
・
盛
） 

 
 

 
 

縦
長
の
赤
子
の
あ
く
び
昼
寝
覚 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

  

（
眞
・
五
・
孝
・
〇
恵
・
堂
・
け
） 

片
仮
名
の
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
八
月
来
（
く
）    

恵
洲    

（
〇
眞
・
〇
敏
・
正
・
昇
・
啓
・
規
） 

 
 

甚
平
着
て
煩
悩
を
断
つ
八
十
路
か
な 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
恵
・
敏
・
ゆ
・
雅
・
天
） 

 
 
 
 
 
 

五
点 

 

せ
が
ま
れ
て
対
に
仕
立
つ
る
茄
子
の
牛 

 
 
 
 

堂
哉 

 

（
紀
・
健
・
た
・
び
・
天
） 

 
 
 

◎
と
ん
ぼ
来
て
抜
け
る
空
あ
り
夕
暮
れ
ぬ 

 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
孤
・
五
・
孝
・
亜
） 

◎
友
逝
き
て
星
の
多
き
夜
文
月
か
な 

 
 
 
 
 

け
い
子 
 

（
紀
・
孤
・
五
・
健
・
啓
） 

◎
空
室
の
な
き
病
棟
や
居
待
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
忠
・
孤
・
昇
・
正
） 

 
 

四
点 

 

き
ち
き
ち
の
不
器
用
に
跳
ぶ
散
歩
道 

 
 
 
 

紀
久
男 

  

（
健
・
恵
・
規
・
盛
） 

生
く
る
と
は
燃
ゆ
る
こ
と
な
り
恋
蛍 

 
 
 

 
  

孤
舟 

 

（
健
・
堂
・
昇
・
盛
） 

友
の
家
更
地
に
か
は
る
秋
は
じ
め 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

  

（
眞
・
紀
・
千
・
堂
） 

包
丁
の
研
ぎ
水
に
ご
る
残
暑
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
  

（
紀
・
昇
・
亜
・
〇
啓
） 

落
ち
蝉
や
さ
わ
れ
ば
怒
っ
て
飛
び
に
け
り 

 
 

 
 

た
だ
し
げ 

   
 

(

紀
・ 

隆
・ 

雅
・ 

規) 

客
は
蜂
主
は
満
開
百
日
紅 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

堂
哉 

 

（
健
・
た
・
孝
・
ゆ
） 

注
射
医
の
吐
息
洩
れ
た
る
夏
の
午
後 

 
 
 
 
  

び
ん 

 

（
紀
・
忠
・
堂
・
啓
） 

◎
コ
ロ
ナ
禍
や
小
さ
く
灯
す
大
文
字 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
  

（
そ
・
孤
・
雅
・
正
） 

 

◎
コ
ロ
ナ
禍
に
遠
く
な
り
た
る
ビ
ア
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

仝 
  

（
紀
・
孤
・
た
・
龍
） 

水
撥
ね
て
チ
ッ
と
舌
打
ち
蝉
跳
び
ぬ 

 
 
 
   

啓
子 

 

（
そ
・
紀
・
恵
・
〇
堂
） 

朝
夕
に
木
槿
の
白
き
屍
（
か
ば
ね
）
掃
く 

 
   

 

仝 
 

（
〇
紀
・
孝
・
び
・
亜
） 

し
ん
か
ん
と
夜
明
け
の
空
や
広
島
忌 

 
 
 
   

規
雄 

 

（
紀
・
〇
五
・
允
・
天
） 

目
で
合
図
無
言
で
踊
る
今
年
か
な 

 
 
 
 
  

け
い
子 

 

（
眞
・
紀
・
千
・
亜
） 
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慈
雨
来
た
る
庭
の
草
木
は
背
筋
伸
ぶ 

 
 
 
 

天
牛 

 

（
紀
・
千
・
ゆ
・
規
） 

職
退
き
て
は
や
二
十
年
新
松
子 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
〇
忠
・
び
・
允
） 

 

三
点 

 
殺
生
の
こ
と
は
さ
て
お
き
毛
虫
焼
く 

 
 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
び
・
け
） 

◎
墓
詣
り
沼
辺
に
起
こ
る
千
の
風 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
紀
・
孤
・
孝
） 

運
動
会
大
器
と
期
待
の
爺
い
馬
鹿 

 
 
 
 
 

健
介 

 

（
紀
・
天
・
盛
） 

「
中
づ
り
」
で
世
相
を
知
り
し
暑
き
日
も 

 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
た
・
亜
） 

サ
イ
ゴ
ン
の
デ
ジ
ヤ
ブ
を
見
た
り
溽
暑
か
な 

 
 

仝 
 

（
紀
・
正
・
〇
け
） 

初
蝉
や
短
き
い
の
ち
鳴
け
や
鳴
け 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
〇
そ
・
た
・
隆
） 

誠
無
き
首
相
の
式
辞
原
爆
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
〇
昇
・
雅
） 

浮
け
る
世
を
悲
し
み
鳴
く
や
蝉
時
雨 

 
 
 
 

雅
夫 

 

（
孝
・
ゆ
・
正
） 

◎
郷
愁
は
浅
間
嶺
去
ら
ぬ
夏
の
雲 

 
  

 
 
 

 

び
ん 

 
 

（
紀
・
孤
・
恵
） 

◎
聞
こ
え
来
る
賢
治
の
詩
や
星
月
夜 

 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
紀
・
〇
孤
・
び
） 

蕎
麦
の
花
隣
り
で
供
す
手
打
ち
か
な 

 
 
 
 

亜
也 

 

（
紀
・
敏
・
ゆ
） 

秋
雨
や
野
面
の
石
垣
苔
の
濃
く 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
そ
・
紀
・
千
） 

愛
犬
と
妻
と
三
人
西
瓜
喰
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 

（
紀
・
忠
・
盛
） 

容
赦
な
く
地
軸
を
揺
ら
す
秋
出
水 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
（
そ
・
紀
・
允
） 

 

二
点 

 
 
 

猿
之
助
の
六
役
「
加
賀
見
山
再
岩
藤
」 

主
役
食
ひ
巳
之
助
受
け
る
夏
芝
居 

 
 
 
 

紀
久
男 

  

（
敏
・
雅
） 

辛
い
よ
り
甘
い
酒
好
き
小
梅
干
し 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
紀
・
亜
） 

 
 

 

良
寛
に
倣
ふ
水
茎
天
の
川 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

  

（
健
・
啓
） 

杜
氏
た
ち
違
ひ
を
競
ひ
新
酒
ま
つ 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
(

紀
・
〇
龍) 

出
前
さ
す
鰻
に
少
し
気
分
上
ぐ 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
龍
） 

女
坂
と
い
え
ど
喘
ぐ
や
秋
暑
く 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

  
 
(

紀
・
堂
） 

暗
き
梅
雨
天
い
さ
め
る
や
人
の
業 

 
 
 
 
 

雅
夫 

   
(

紀
・
龍
） 

思
ふ
こ
と
多
き
五
輪
や
遠
花
火 

 
 
 
 
 
 

び
ん 
  

（
紀
・
〇
盛
） 

新
米
で
作
る
お
に
ぎ
り
皆
笑
顔 

 
 
 
 
 
 

正
明 
  

（
天
・
龍
） 

タ
リ
バ
ン
の
カ
ブ
ー
ル
入
り
や
敗
戦
日 

  
 
 
  

仝 
 
 

（
紀
・
昇
） 

流
星
と
見
ゆ
れ
ば
夜
間
飛
行
の
灯 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
  (

五
・
隆
） 

 
 
 

◎
熱
気
球
抱
く
が
如
く
の
暑
さ
か
な 

 
 
 
 
 

啓
子 

   

（
孤
・
雅
） 

小
雨
の
な
か
山
鳩
鳴
く
よ
終
戦
日 
 
 
 
 
 

規
雄 

  

（
紀
・
ゆ
） 

破
裂
せ
ぬ
檸
檬
な
が
め
て
鬱
屈
す 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
・
び
） 

秋
螢
今
日
も
手
酌
の
一
人
か
な 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
敏
） 

 

一
点 

 

秋
暑
し
収
ま
り
見
え
ぬ
感
染
者 

 
 
 
 
 

紀
久
男  

 

（
隆
） 

洪
水
に
荒
れ
る
お
盆
や
南
無
阿
弥
陀
仏 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
） 

ア
ギ
ト
ス
は
動
く
の
意
な
り
処
暑
の
風 

 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
） 

 

蛍
火
や
戀
と
い
ふ
字
を
解
体
す 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
孝
） 

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
腕
の
タ
ト
ウ
に
蒸
暑
し 

 
 
 

千
恵  

 
 

（
紀
） 

五
輪
終
え
若
人
の
夏
甲
子
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

た
だ
し
げ 

 
 

 

（（紀
） 

日
は
落
ち
て
樹
々
の
こ
づ
え
に
秋
立
ち
ぬ 

 
 

 
 

 
 

仝 
 

 
 

 

（（紀
） 
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風
雨
去
り
真
夏
日
戻
る
日
差
し
か
な 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

  

仝 
 

 
  

(

紀) 

大
驟
雨
止
む
を
待
ち
兼
ね
蝉
再
び 

 
 
 
 
 
    

恵
洲 

   

（
千
） 

髪
洗
ふ
明
日
は
夢
見
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

 
 
 
 
 

 
 

堂
哉 

 
 

（
龍
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
無
情
悲
し
む
蝉
時
雨 

 
 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

  

（
紀
） 

金
亀
子
（
こ
が
ね
む
し
）
緑
を
食
う
な
人
の
世
も 

 
 
  

仝 
 
 

（
紀
） 

長
旅
や
空
蝉
ふ
た
つ
ひ
と
つ
葉
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

び
ん 

   
 

（ 

け
）  

コ
ロ
ナ
禍
や
増
え
し
自
転
車
秋
た
ち
ぬ 

 
 
     

 

啓
子 

  

（
紀
） 

横
浜
に
白
き
雨
降
る
原
爆
忌 

 
 
 
 
 
 
      

規
雄 

 
 

（
忠
） 

目
立
つ
場
所
に
並
ぶ
万
願
寺
唐
辛
子 

 
 
 
 

 
  

天
牛  

  

（
紀
） 

 

【
句 

評
】 

 

十
点
句 

墓
洗
ひ
今
日
は
愚
痴
を
も
聞
か
せ
け
り 

 
 

千
恵 

 
 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
私
は
毎
日
仏
壇
に
愚
痴
を
言
っ
て
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
仲
睦
ま
じ
か
っ
た
間
柄
が
滲
み
出
て
い
る
秀
句
で
す
。 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
愚
痴
を
聞
か
せ
る
相
手
は
、
墓
所
に
眠
る
故
人
と
拝
察
。
気
持
ち
が
分 

か
り
ま
す
。 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
話
し
相
手
は
必
ず
し
も
人
に
限
ら
ず
、
墓
石
も
そ
う
で
す
ね
。
墓
参
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
元
気
に
な
る
と
聞
き
ま
す
。
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

昼
顔
や
島
に
静
か
な
鉄
工
所 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
あ
ま
り
、
仕
事
が
無
さ
そ
う
な
島
の
鉄
工
所
の
佇
ま
い
に
昼
顔
が
よ
く
合
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
母
の
故
郷
に
近
い
尾
道
の
向
島
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
工
員
さ
ん
は
昼
顔
の
見
え
る
木
陰
で 

昼
御
飯
で
す
か
ね
。 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
鉄
工
所
の
社
長
し
て
い
た
関
係
で
静
か
さ
が
身
に
し
み
ま
す
。
簡
単
で
す
が
昼
顔
が
効
い
て 

い
ま
す
。 

 

七
点
句 

爽
や
か
に
邪
気
を
祓
う
や
巫
女
の
鈴 

 
 
  

正
明 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
厳
か
な
巫
女
舞
の
鈴
の
音
に
、
身
も
心
も
洗
わ
れ
る
感
じ
が
す
る
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
鈴
の
音
を
思
い
出
し
、
な
ん
と
な
く
爽
や
か
な
気
分
に
な
っ
た
。 

龍
平
さ
ん
・
・
我
が
家
で
は
今
夏
か
ら
明
珍
火
箸
の
風
鈴
を
設
置
し
た
。
妙
な
る
音
色 

は
こ
の
世
の
寶
。 

  

掃
苔
や
墓
誌
に
並
び
し
洗
礼
名 
 
 
 

  
 

亜
也 

 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
人
は
亡
く
な
れ
ば
、
国
境
や
宗
教
の
隔
た
り
は
無
く
な
る
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
洗
礼
受
け
て
も
も
ち
ろ
ん
家
族
の
一
員
に
は
変
わ
り
な
い
か
ら
一
緒
で
す
よ
ね
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
墓
誌
の
名
に
は
知
っ
て
い
る
人
も
知
ら
な
い
人
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
の
命
を
い
た
だ
い
て
私 

が
居
る
。 

 

六
点
句 

野
良
猫
に
飼
い
主
が
出
来
百
日
紅 

 
 
 
 

  

忠
彦 

 
 

 
 

 
 

 

正
明
さ
ん
・
・
・
公
園
の
揺
れ
る
百
日
紅
の
下
、
猫
が
一
匹
の
ん
び
り
し
て
い
る
昼
下
が
り
、
あ
の
野
良
猫
に 

飼
い
主
が
出
来
た
ん
だ
ね
。
良
か
っ
た
ね
。 
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縦
長
の
赤
子
の
あ
く
び
昼
寝
覚 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
赤
ち
ゃ
ん
の
か
わ
い
い
欠
伸
を
縦
長
と
見
て
表
現
し
た
確
か
な
写
生
に 

感
心
。
愛
情
も
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
確
か
に
縦
長
で
す
！ 

片
仮
名
の
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
八
月
来
（
く
）    

恵
洲     

 
 
 

眞
希
子
さ
ん
・
・
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
の
こ
の
表
記
は
こ
の
都
市
名
が
世
界
共
通
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
あ 

ら
わ
れ
と
思
う
。
地
球
上
の
一
人
ひ
と
り
は
核
廃
絶
を
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
国
家
と
な
る 

と
足
並
み
が
揃
わ
な
い
。
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
日
本
は
・
・
。
一
個
人
と
し
て
何
が
出
来 

る
か
？
こ
の
一
句
か
ら
課
題
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 

敏
郎
さ
ん
・
・
・
同
感
‼ 
八
月
の
広
島
・
長
崎
は
な
ぜ
か
片
仮
名
が
似
つ
か
わ
し
い
。 

甚
平
着
て
煩
悩
を
断
つ
八
十
路
か
な 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
八
十
路
に
し
て
な
お
、
断
つ
べ
き
煩
悩
が
あ
る
と
こ
ろ
に
共
感
。 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
八
十
路
に
か
か
っ
て
も
な
か
な
か
煩
悩
を
断
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
甚
平
を
着
て
み
よ
う 

か
な
と
思
い
ま
す 

 
 
 

五
点
句 

せ
が
ま
れ
て
対
に
仕
立
つ
る
茄
子
の
牛 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
奥
様
に
せ
が
ま
れ
て
お
盆
の
お
供
え
の
牛
を
二
個
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
を 

感
じ
る
。 

び
ん
さ
ん
・
・
・
遠
い
郷
愁
の
よ
う
に
素
朴
な
お
盆
の
雰
囲
気
が
良
く
で
て
い
ま
す
。 

と
ん
ぼ
来
て
抜
け
る
空
あ
り
夕
暮
れ
ぬ 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
夕
や
け
こ
や
け
の/

赤
と
ん
ぼ/

お
わ
れ
て
み
た
の
は/
い
つ
の
日
か 

友
逝
き
て
星
の
多
き
夜
文
月
か
な 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
最
近
友
人
が
次
々
に
星
に
な
っ
て
し
ま
い
、
淋
し
い
限
り
だ
。 

空
室
の
な
き
病
棟
や
居
待
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
出
が
遅
く
待
っ
て
い
た
秋
の
月
に
、
空
室
が
出
来
る
の
を
祈
る
光
景
で
し
ょ
う
か
。 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
十
五
夜
よ
り
一
時
間
余
り
も
遅
れ
て
上
が
る
十
八
夜
の
月
。
早
く
入
院
さ
せ
て
や
れ
な
い
の 

が
も
ど
か
し
い
。 

 
 

四
点
句 

き
ち
き
ち
の
不
器
用
に
跳
ぶ
散
歩
道 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
不
器
用
と
言
わ
れ
て
、
キ
チ
キ
チ
バ
ッ
タ
は
不
本
意
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
え
ば
そ
う
か
な 

と
思
わ
せ
ま
す
。 

友
の
家
更
地
に
か
は
る
秋
は
じ
め 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

  

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
亡
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
マ
ン
シ
ョ
ン
に
越
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

包
丁
の
研
ぎ
水
に
ご
る
残
暑
か
な 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
包
丁
の
研
ぎ
水
は
濁
る
も
の
で
す
が
、
残
暑
と
い
う
季
語
を
置
か
れ
で
“
に
ご
る
”
が
生
き
て 

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
西
日
の
当
た
る
夏
の
終
わ
り
の
暑
い
台
所
の
様
は
日
常
の
生
活
か
ら 

引
き
出
さ
れ
た
日
本
の
原
風
景
を
見
る
よ
う
。 

落
ち
蝉
や
さ
わ
れ
ば
怒
っ
て
飛
び
に
け
り 

 
 

 

た
だ
し
げ 

 
 

 

 
 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
擬
人
法
に
嫌
み
が
な
い
。
心
が
通
う
時
で
あ
る
。 

客
は
蜂
主
は
満
開
百
日
紅 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
客
が
蜂 

主
が
百
日
紅
と
い
う
見
立
て
が
い
い
で
す 
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注
射
医
の
吐
息
洩
れ
た
る
夏
の
午
後 

 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
方
も
打
た
れ
る
方
も
「
た
め
息
」
で
す
。 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
政
府
の
不
手
際
も
あ
り
、
現
場
の
医
療
従
事
者
の
方
々
の
ご
苦
労
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
や
小
さ
く
灯
す
大
文
字 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
規
模
は
縮
小
し
て
も
、
京
都
の
伝
統
行
事
は
守
っ
て
ゆ
き
た
い
。 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
に
遠
く
な
り
た
る
ビ
ア
ホ
ー
ル 

 
 
 

昇 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
ビ
ア
ホ
ー
ル
の
再
開
が
待
ち
遠
し
い
。 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
納
得
し
て
我
慢
し
て
い
る
気
持
ち
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
ビ
ア
ホ
ー
ル
行
き
は
何
時
の
こ
と
に
な
り
ま
す
や
ら
。2

025

年
ま
で
待
て
っ
て
・
・
。 

水
撥
ね
て
チ
ッ
と
舌
打
ち
蝉
跳
び
ぬ 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
蝉
の
飛
び
立
つ
と
き
の
チ
ッ
と
い
う
音
を
、
舌
打
ち
と
聞
い
た
感
性
が
面
白
い
。 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
私
も
庭
の
水
や
り
の
時
、
し
ば
し
ば
体
験
し
て
い
ま
す
。
ビ
ッ
ク
リ
し
て
発
す
る
一
鳴
き
を 

舌
打
ち
と
は
！ 

朝
夕
に
木
槿
の
白
き
屍
（
か
ば
ね
）
掃
く 

 
 

啓
子 

 

 
 
 

孝
さ
ん
・
・
・
一
日
で
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
木
槿
の
花
を
白
い
屍
と
表
現
し
て
人
生
の
無
情
を
指
摘
し
て
鋭
い
。 

 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
林
黛
玉
が
落
花
を
掃
き
集
め
て
葬
る
紅
楼
夢
の
場
面
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・「
屍
」
の
措
辞
が
見
事
。 

し
ん
か
ん
と
夜
明
け
の
空
や
広
島
忌 

 
 
 
 

規
雄 

 
 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
そ
の
朝
は
空
に
米
軍
機
が
現
れ
、
そ
し
て
生
地
獄
が
き
た
。 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
被
爆
し
た
小
畑
さ
ん
も
と
う
と
う
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

生
く
る
と
は
燃
ゆ
る
こ
と
な
り
恋
蛍 

 
 
 
 

孤
舟 

 

 
 

 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
！
こ
ん
な
時
代
も
あ
っ
た
か
な
？ 

 
 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
下
五
の
恋
蛍
が
い
い
で
す
な
。
楽
し
い
作
品
。 

慈
雨
来
た
る
庭
の
草
木
は
背
筋
伸
ぶ 

 
 
 
 

天
牛 

 
 

 
 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
暑
さ
に
う
な
だ
れ
て
い
た
草
木
が
雨
を
受
け
て
上
向
く
様
子
の
擬
人
化
が
い
い
で
す
ね
。 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
背
筋
伸
ぶ
の
表
現
が
い
い
で
す 

職
退
き
て
は
や
二
十
年
新
松
子 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 
 
 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・「
新
松
子
」
が
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
老
い
た
松
で
も
今
年
新
松
子
が
出
来
る
。
元
気
付
け
ら
れ 

ま
す
。 

 

三
点
句 

墓
詣
り
沼
辺
に
起
こ
る
千
の
風 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
墓
域
に
は
多
く
の「
魂
」が
漂
っ
て
い
る
。 

運
動
会
大
器
と
期
待
の
爺
い
馬
鹿 

 
 
 
 
 

健
介 

 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
足
の
速
い
孫
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

「
中
づ
り
」
で
世
相
を
知
り
し
暑
き
日
も 

 
 
 

千
恵 

 
 

 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
嘗
て
通
勤
時
、
中
づ
り
広
告
で
そ
の
時
の
話
題
を
知
っ
た
時
代
を
懐
か
し
く
思
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
・
文
春
・
新
潮
は
や
め
る
と
か…

困
り
ま
す
。 

サ
イ
ゴ
ン
の
デ
ジ
ヤ
ブ
を
見
た
り
溽
暑
か
な 

 

千
恵 

 
 

 
 
 

け
い
子
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
な
ど
楽
し
く
な
い
月
。
フ
ラ
ン
ス
統
治
下
の
サ
イ
ゴ
ン
の
世
界
へ
行
き
た
い
で
す
。 

初
蝉
や
短
き
い
の
ち
鳴
け
や
鳴
け 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
蝉
に
声
を
か
け
る
。
人
蝉
一
体
。 
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誠
無
き
首
相
の
式
辞
原
爆
忌 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
読
み
飛
ば
し
や
読
み
違
い
と
は
、
一
連
の
政
治
姿
勢
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
慰
霊
碑
の 

「
過
ち
は
繰
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」
の
言
葉
が
皮
肉
に
聞
こ
え
ま
す
。 

浮
け
る
世
を
悲
し
み
鳴
く
や
蝉
時
雨 

 
 
 
 

雅
夫 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
蝉
の
一
生
は
、
短
く
て
は
か
な
い
も
の
で
す
ね
。
人
の
世
も
ま
た
は
か
な
い
も
の
で
す
。 

郷
愁
は
浅
間
嶺
去
ら
ぬ
夏
の
雲 

 
  

 
 

  

び
ん 

 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
青
空
に
沸
き
立
つ
大
き
な
雲
が
浅
間
山
に
か
か
る
景
色
は
、
昔
と
全
く
変
わ
ら
ず
郷
愁
を
誘
う
。 

 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
落
葉
松
の
林
を
出
で
て
・
・
・
の
白
秋
の
詩
を
思
い
出
し
ま
す
。
（
浅
間
嶺
に
け
ぶ
り
立
つ
見 

つ
・
・
だ
っ
た
か
。）
懐
か
し
い
。 

聞
こ
え
来
る
賢
治
の
詩
や
星
月
夜 

 
 
 
  

 

昇 
 
 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・「
銀
河
鉄
道
の
夜
」は
未
定
稿
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 
 

び
ん
さ
ん
・
・
・
は
い
、
確
か
に
聞
こ
え
ま
し
た
・
・
大
竹
し
の
ぶ
の
場
違
い
な
ほ
ど
単
調
な
ソ
ロ
が
突
然
五
輪 

閉
会
式
の
大
舞
台
に
。
宮
沢
賢
治
作
詩
・
作
曲
の
「
星
め
ぐ
り
の
歌
」<

赤
い
目
玉
の
さ
そ
り
・ 

広
げ
た
鷲
の
翼  

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
の
雲
は
・
魚
の
口
の
か
た
ち
・
・
・
〉 

多
様
性
を
謳
い
上 

げ
た
五
輪2020

は
、
こ
の
歌
の
終
わ
り
を
待
つ
よ
う
に
聖
火
が
消
え
星
夜
と
な
り
ま
し
た
。 

本
句
は
五
輪
と
は
無
縁
の
作
と
も
と
れ
ま
す
が
、
そ
れ
も
佳
い
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

蕎
麦
の
花
隣
り
で
供
す
手
打
ち
か
な 

 
 
 
 

亜
也 

 
 

 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
新
鮮
な
そ
ば
粉
の
手
打
ち
蕎
麦
は
さ
ぞ
香
り
が
高
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
ち
ど
食
べ
て
み
た 

い
で
す
。 

愛
犬
と
妻
と
三
人
西
瓜
喰
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
人
間
扱
い
さ
れ
る
犬
は
幸
せ
者
で
す
。 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
〝
愛
犬
〟
で
し
ょ
う
。 

 

二
点 

 

辛
い
よ
り
甘
い
酒
好
き
小
梅
干
し 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

  
 

 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ち
ょ
っ
と
だ
け
同
感
。 

杜
氏
た
ち
違
ひ
を
競
ひ
新
酒
ま
つ 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
お
酒
は
コ
ロ
ナ
感
染
阻
止
の
特
効
薬
と
言
う
研
究
結
果
が
出
た
と
今
年 

長
崎
大
学
が
発
表
し
た
。
呑
兵
衛
に
コ
ロ
ナ
禍
無
し
と
い
き
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

思
ふ
こ
と
多
き
五
輪
や
遠
花
火 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

  

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
共
感
を
呼
び
ま
す
。
国
に
も
個
人
に
も
判
断
ミ
ス
は
有
る
。
季
語
の
遠
花
火
が
良
か
っ
た
。 

流
星
と
見
ゆ
れ
ば
夜
間
飛
行
の
灯 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
８
月
は
流
星
群
が
よ
く
見
え
る
は
ず
だ
が
、
見
え
た
の
は
飛
行
機
の
灯
。 

 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
鹿
児
島
の
実
家
の
空
に
東
南
ア
ジ
ア
と
北
米
を
結
ぶ
航
路
が
あ
る
。
懐
か
し
い
。
流
星 

は
速
く
、
そ
の
た
め
「
流
星
の
空
ゆ
く
辺
り
夜
間
飛
行
」
で
も
。 

 
 
 
 

熱
気
球
抱
く
が
如
く
の
暑
さ
か
な 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
  

   

孤
舟
さ
ん
・
・
・
火
傷
し
そ
う
な
暑
さ
だ
。 

小
雨
の
な
か
山
鳩
鳴
く
よ
終
戦
日 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
  

 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
鳩
は
平
和
の
使
い
で
す
ね 

 

一
点 

 

秋
暑
し
収
ま
り
見
え
ぬ
感
染
者 

 
 
 
 
 

紀
久
男  

 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
人
類
と
ウ
ィ
ル
ス
の
戦
い
は
永
遠
。 
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大
驟
雨
止
む
を
待
ち
兼
ね
蝉
再
び 

 
 
 
 
 
   

恵
洲 

 
  

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
確
か
に
雨
が
止
む
や
い
な
や
蝉
っ
て
鳴
き
だ
し
ま
す
ね
、
う
る
さ
い
く
ら
い
に
。 

「
待
ち
兼
ね
」
が
い
い
で
す
ね
。 

横
浜
に
白
き
雨
降
る
原
爆
忌 

 
 
 
 
 
 
      

規
雄 

 
 

 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
原
爆
投
下
後
の
広
島
に
黒
い
雨
が
降
っ
た
と
の
こ
と
。「
白
き
雨
」
が
印
象
的
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

 

次
回
青
葉
会 

 

令
和
三
年
九
月
二
十
二
日
（
水
） 

WEB

句
会 

※
こ
の
九
月
末
ま
で
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
た
為
、WEB

句
会
に
切
り
替
え
ま
し
た
。 

 
 
 
 

当
季
雑
詠
５
句
ま
で
の
投
句
を
受
け
付
け
ま
す
。
締
め
切
り
は
九
月
二
十
日
（
月
）
中
。 

今
井
宛FAX

か
郵
送
、 

星
田
宛
メ
ー
ル
（keiko-reve@c07.itscom.net

）
に
て
受
付
致
し
ま
す
。 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 令
和
三
年
八
月 

青
葉
会
報 

一
、 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
終
息
せ
ず
、
不
要
不
急
の
外
出
控
え
る
よ
う
政
府
か
ら
の
外
出
自
粛
要
請
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
の
で

WEB

句
会
に
し
ま
し
た
。
新
本
社
ビ
ル
を
ま
だ
見
て
お
ら
れ
な
い
会
員
か
ら
は
残
念
と
の
声
が
届
い
て
お
り
ま
す
が
、
三
井

物
産
ビ
ル
の
よ
う
に
日
経
の
「
ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
賞
」
を
貰
っ
た
訳
で
は
な
く
極
く
平
凡
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
思
い
ま
す
。 

今
回
は
ご
覧
の
よ
う
に19

名81

句
の
投
句
あ
り 

千
恵
さ
ん
、
び
ん
さ
ん
が
高
得
点
で
し
た
。 

二
、
関
係
者
近
詠 

 
 

ワ
ク
チ
ン
へ
押
す
車
椅
子
穂
麦
風 

 
 
 
 

眞
希
子 

 
 
 

蟻
の
列
踏
み
た
る
夜
の
蟻
走
感 

 
 
 
 
 
 

陽
亮 

手
を
合
は
せ
〝
い
た
だ
き
ま
す
〟
と
夫
涼
し 

 
 

仝 
 
 
 

親
不
孝
実
家
の
水
に
中
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

伽
羅
蕗
を
煮
継
ぎ
て
実
家
の
嫁
娘 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

独
り
膳
小
鉢
に
崩
す
冷
奴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

船
波
に
揺
る
る
胡
桃
の
花
の
屑 

 
 
 
 
 
 

弘
子 

 
 
 

ミ
イ
ラ
取
り
ミ
イ
ラ
に
な
り
て
熱
中
症 

 
 
 
 

仝 

初
夏
を
引
き
て
は
ど
う
と
寄
す
る
波 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

走
馬
燈
カ
バ
ヤ
キ
ャ
ラ
メ
ル
紙
縒
籤 

 
 
 
 
 

仝 

富
士
見
ゆ
る
側
を
念
押
す
夏
の
旅 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

雨
に
打
た
れ
川
鵜
一
羽
の
み
じ
ろ
が
ず 

 
 

紀
久
男 

山
法
師
の
花
下
や
一
冊
読
み
了
へ
る 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

吟
行
の
意
欲
殺
ぎ
を
る
走
り
梅
雨 

 
 
 
 
 
 

仝 

歯
も
さ
へ
疼
く
ワ
ク
チ
ン
受
け
し
明
易
よ 

 
 
 

仝 
 
 
 

梅
雨
激
し
病
む
師
気
遣
ふ
井
の
頭 

 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

片
岡
秀
太
郎
を
悼
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
っ
た
り
し
た
女
形
弟
子
を
ば
育
て
つ
も 

 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―

「
森
の
座
」（
横
澤
放
川
選
）
９
月
号 

 

盆
僧
は
忙
し
な
き
ひ
と
バ
イ
ク
音 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

接
種
終
へ
涼
し
さ
う
な
る
廚
風 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

五
十
年
木
の
家
に
棲
み
冷
奴 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

ぐ
い
呑
み
で
伊
丹
御
免
酒
冷
奴 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

祭
な
き
宵
の
大
阪
鱧
の
皮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

菩
提
寺
の
前
住
職
と
冷
酒
酌
む 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

母
い
つ
も
人
扇
ぎ
居
し
団
扇
か
な 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 

三
十
年
の
お
ん
ぼ
ろ
扇
子
我
が
分
身 

 
 
 
 
 

仝 

風
鈴
や
閑
居
の
午
後
の
子
守
歌 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
―
―
―
―
―
―
―

「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
８
月 
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秋
立
つ
や
項
く
す
ぐ
り
風
の
過
ぎ 

 
 
 
 
 

允
章 

 
 
 
 

海
の
紺
深
ま
っ
て
き
し
今
朝
の
秋 

 
 
 
 
 
 

仝 

処
暑
今
宵
常
温
で
酌
む
地
酒
か
な 

 
 
 
 
 
 

仝 

 

孤
舟
選
者
近
詠 

ヨ
ッ
ト
の
帆
ジ
ー
ン
ズ
店
の
星
条
旗 

 
 
 
 
 

舌
戦
の
坩
堝
と
化
し
て
蟬
時
雨 

新
し
き
た
ま
し
ひ
へ
蛇
衣
を
脱
ぐ 

 
 
 
 
 
 

朝
刊
に
畳
み
込
ま
れ
し
初
涼
か
な 

コ
ス
モ
ス
や
を
み
な
の
ノ
ー
は
イ
エ
ス
か
も 

 

三
、
８
月2

1

日
の
夜
、E

テ
レ
「
戦
時
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
よ
り
不
正
確
で
す
が
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
―
―

戦
時
中
軍
事
郵
便
で
届
い
た
作
品
が
多
い
由 

 
 

「
出
征
の
夫
に
せ
め
て
朝
風
呂
濃
山
吹
」 

 
 

「
敵
の
山
味
方
の
山
も
夕
焼
け
ぬ
」（
中
支
・
長
沙
） 

 
 

「
支
那
人
の
よ
そ
よ
そ
し
さ
よ
夕
涼
み
」 

 
 

「
戦
死
報
ま
た
出
し
て
読
む
牡
丹
雪
「（
竈
馬
） 

 
 

「
秋
風
や
勝
て
よ
と
母
の
女
文
字
」（
小
い
と
ど
） 

 
 

「
椰
子
浜
に
マ
ラ
リ
ヤ
防
ぐ
陣
を
張
る
」（
マ
ニ
ラ
） 

 
 

「
敵
艦
あ
は
れ
銀
河
の
空
へ
燃
ゆ
る
と
き
」 

 
 

「
友
ら
死
な
せ
銀
漢
の
母
港
生
還
す
」
細
木
大
三
郎
（「
神
威
」
軍
医
長
） 

 
 

「
子
に
生
き
て
又
孫
に
生
き
杉
を
植
う
」 

 

四
、
８
月1

8

日
の
日
経
に 

年
収
ラ
ン
キ
ン
グ
が
掲
載
さ
れ 

 
 

（
一
）
平
均
給
与
が
高
い
企
業 

三
菱
商
事
、
伊
藤
忠
が
２
位
、
３
位
、
物
産
が
４
位
、
住
商
が
８
位 

 
 

（
二
）
給
与
の
増
加
率
が
大
き
い
企
業 

物
産1

0

位6
.4

％ 
 

 
 

（
三
）
給
与
の
減
少
率
が
大
き
い
企
業
に
当
社
が
７
位
▲1

7
.9

％ 

 
 
 
 
―
―
―
―
―
―

経
営
者
、
社
員
各
位
の
発
奮
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

五
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て 

 
 

〇
盛
雄
さ
ん
か
ら
Ｔ
Ｖ
観
戦
の
感
想 

 
 
 

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
の
選
手
を
見
る
と
き
、
五
体
満
足
の
自
分
が
恥
ず
か
し
い
。
彼
ら
の
生
命
力
の
凄
さ
に
改 

め
て
感
動
を
覚
え
る
。 

 
 

〇
約
二
十
八
年
前
に
頸
椎
２
本
骨
折
し
て
手
術
２
回
・
リ
ハ
ビ
リ
入
院➡

通
院➡

職
場
復
帰
。
東
京
都
身
体
障
害
者 

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
国
分
寺
）
へ
通
っ
た
頃
を
想
い
出
し
ま
し
た
。
プ
ー
ル
で
様
々
の
障
害
の
あ
る
人
達
と
同
じ 

レ
ー
ン
で
泳
い
で
い
た
こ
と
や
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
を
見
た
こ
と
な
ど
。
色
ん
な
人
達
の
お
か
げ
で
今
日
あ 

る
こ
と
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。（
紀
） 

 

〇
９
月
５
日
の
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ラ
ム
で
、
視
覚
障
害
競
泳
で
入
賞
し
た
伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
の
石
浦
智
美
さ
ん
の
こ
と 

を
書
い
て
お
り
ま
す
。
競
う
相
手
が
見
え
な
い
為
「
周
り
を
気
に
せ
ず
泳
げ
る
の
が
い
い
」
と
言
っ
て
こ
の
勝
負
に
集 

中
で
き
る
と
云
々
。（
紀
） 

 
 

〇
９
月
４
日
の
日
経
ホ
ビ
ー
欄
の
コ
ラ
ム
に
、
日
本
財
団
は
「
パ
ラ
サ
ポW

E
B

」
と
い
う
サ
イ
ト
を
通
じ
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ 

関
連
の
情
報
を
広
く
収
集
発
信
す
る
。「
ト
ッ
プ
企
業
が
今
な
ぜ
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
注
目
す
る
の
か
？
」
と
野
村 

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、E

N
E

O
S

、
三
井
不
動
産
な
ど
の
担
当
者
に
パ
ラ
ス
ポ
支
援
で
得
た
も
の
を
聞
い
て
い
る
。 

集
英
社
も2

0
1
7

年
「
パ
ラ
ス
ポ
＋
（
プ
ラ
ス
）
！
」
と
い
う
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
担
当
者
は
心
の
バ
リ
ア
フ 
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リ
ー
が
自
然
に
身
に
付
き
本
業
に
繋
が
る
知
見
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
人
生
が
豊
か
に
な
る
と
い
う
。（
紀
） 

 
 

〇
都
の
「
学
校
連
携
観
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
教
育
委
員
三
人
の
中
止
勧
告
を
知
事
は
無
視
し
、
ご
く
一
部
の
小
中
学
生
が 

観
戦
し
た
。
大
し
た
見
識
で
あ
る
と
小
生
は
評
価
し
ま
す
。（
紀
） 

 
 

〇
９
月
９
日
の
日
経
に
「
前
例
な
き
観
戦
対
策
苦
心
」
と
い
う
大
見
出
し
で
パ
ラ
のT

V

観
戦
、
延
べ4

2

億
人
以
上
と
報 

道
し
て
お
り
ま
す
。（
紀
） 

 

 
 
 
 
 
 

令
和
三
年
九
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

記 


